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1 ， 029名，計2， 071名の生徒を選んだ。調査期間は昭和44年 4 月より， 50年度入学生が卒業した53年 3
月までの 9 年間である。
先ず~， 2， 071名全員に入学時にパウム・テストと文章完成テストを実施し，テスト結果と学級担任
の情報を基にして発達心理学的問題を認められた男子290名 (27.8%) ，女子 172 名 (16.7%) ，計462
名 (22.3%) を抽出した。精神発達遅滞生徒を除いた 426 名を発達心理学的見地から，次の10類型に
分類した。
すなわち， (1~賓動一成熟型 (48名)， (2~富動ー未成熟型 (75名)， (3)未成熟ー依存型 (21 名)， (4) 非
協調一自己中心型 (45名)， (5) 自己顕示-攻撃型 (22名)， (6)思い上り型 (18名) ，自信喪失ー逃避型
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(56名)， (8)萎縮一内閉型 (71 名)， (9)自己嫌悪型 (60名)， (10)精神障害群(10名)であった口この分
類は 426 名という比較的多数の生徒を対象としたので，発達心理学的に問題のある生徒の類型化を，
他の研究者よりも，より包括的に行い得たんのと考えられる口







2 )成熟度からみて 6 類型は早期外装的成熟群(衝動一成熟型，自己顕示一攻撃型，思い上り型，自
己嫌悪型)と精神成熟遅滞群(衝動-未成熟型，未成熟-依存型)に区別されるの中学生において
は発達心理学的に，早期外装的成熟の方が精神成熟遅滞よりも問題となり易い。精神成熟遅滞が危





















これら 4 群のうち，前 2 群は経過が良好で、あるが，持続性問題群は卒業後ヘ問題を持ち越してお
。。
り，中学 3 年間では経過は不良であった。変動性問題群のうちの%は衝動一成熟型へ移行し.73'は
問題の経過は良好であった。中学 3 年間において，経過が不良で、あったものは，それが成人期の人
格障害とのかかわりをもつことが予想される。
7 )精神性的発達面に沿いて，男子は行動的であるが故に，単純に男性としての性的発達をとげ得る
と考えられる。一方，女子は男子よりも複雑で、困難な精神性的発達過程を辿ると考えられる口
以上の検討結果と 29.1%の生徒が卒業までに特別な指導を要した事実より，現代日本において思春
期は危機的年齢層であると考えられる。
〔総括〕
9 年間の学校精神衛生活動を通じて，現代中学生の発達心理学的な諸特徴を認めた。これは一般中
学生の約 3割に認められる問題であり，その約半数が中学校卒業後ヘ問題を持ち越していることを認
めた。これらの事実と，今日の高学歴社会化した中での高校教育の混乱状況を考慮した場合，思春期
青年は危機的状況を体験せずして成人期を迎えることは困難であると考えられる。この指導対策とし
て，精神科校医制度や学校カウンセリング・システムの確立をはじめとした中学校精神衛生活動の必
要性を強調したの
論文の審査結果の要旨
本研究は中学校における 9 年間に亘る精神衛生活動で集積された多数の資料に基づいて，思春期世
代の心性の特徴を明らかにしようとしたものである。
本研究により，発達心理学的に問題となる思春期心性が10類型に整理され，各類型についての経過
及び予後が明らかにされた口また，今日の中学生が高率に精神医学的問題を有すること，それらの問
題の多くが中学以後にまで持ち越されることが示された。
本研究は現代日本の思春期青年の心性が危機的状況にあること，その対策として学校精神衝生活動
が極めて重要で、あることを実証的に示した点で大きな価値があり，医学博士を授与するに十分値する口
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